
















































「要事三d昆壬テ毛ろ藷草」 むこ f コしミて-:Q;>霊童E畏司カ三日:jT:と
L県言義壬さぞヰ三妥きr言義、 字者f=E雪~ffiミ壬主主
長崎市では女性議員によって幾度かとりあげられた結果、小、中学校で何校かの実施が
あったり、卒業式、入学式の混伊乎名や入場が実現しているが、それでもまだ管轄地教委
や管理職の無理解で導入に困難をきわめていた。男女平等の教育は必要と言いながらも名
簿の男女別は区別であって差別で・はないと並行線だった。また別の拠りどころとして「県
教育必携」の中の「小、中学校処務規則Jに書かれている「男女別記入Iを示して、なか
なか動かなかった。そこで12年ぶりの女性県議西村きんに一般質問でこの規則を撤廃する
よう出してもらった。当日は傍聴に行く。
<答弁>
教育長 f目的に応じた男女別名簿は必要J
生活環境部長 r2001なが持女性プランの重点課題は男女平等を基本とした教育の推進I
しかし権限は教育長が上だから部長も男女別は必要と肯定してみたり煮え切らないが;西
村議員に「出席簿という目的の名簿になぜ保健名簿のように男女別が必要かJと鋭く迫ら
れ、さらに「男女平等教育推進に対して教育長と生活環境部との連携が必要Jr男女共同
参画社会基本法も施行されたので再考をj と宿題を出された。
そのあと6日の文教委員会で同党の中田議員の質問に答えて、 I名簿は市町村教委の判断
で自由に作成し、県の拘束力はない」という見解が示された。
等審
今後は地教委に提出するおびただしい報告書類には男女別記入が提示されているので、こ
れを見直す必要がある。総数が正確であれば性別報告は殆どの場合不必要である。保健名
簿ですら、例えば虫歯を持っている子の数ゃぎょう虫卵十の子を男女別に分けて把握して
も無意味であろう。成績、健康抗轡、行動をいつも性別に分けてしまう先生はいつまでた
ってもジエンダーフリーの教育はできない。個性発掘も無理だろう。先生が生徒を「性別
Jでなく「個性Jとして見れるように、際限なくある性別名簿を廃止して混合名簿にしよ
う。 1クラスの児童・生徒が少なくなった今、ポツンと男女に分けられた名簿は滑稽です
らある。
d議2
